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化のための研究を行なった。また高周波素子の高精度化のため， S iO z の超薄膜への紫外線照射による特




























ルタを例 iととれば，水晶基板を用いた 300!v任包帯用素子から ZnO 薄膜を利用した 2 GHz帯用素子に至
るまで各種の開発例を挙げ，これらがシステム構成上要求される高性能を有することを示すとともに，
ここで導いた素子設計法の有効性を実証している。また本論文は弾性表面波の光エレクトロニクスの分
野への応用についても検討を加え， ZnO 薄膜上の 2GHz 帯弾性表面波による導波光のプラッグ回折を
利用した光偏向素子の動作を確認し，乙の種の素子が光集積回路の主要な構成要素のひとつとなり得る
可能性を示している。
以上のように，本論文はギガヘルツ領域に至る高周波弾性表面波素子の開発に先手便をつけたもので，
今後の乙の分野の発展に資すると乙ろが大きく，学位論文として価値あるものと認める。
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